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  【背景】 毛様細胞性星細胞腫（PA）は多様な転帰を辿る中枢神経腫瘍であり、PA の生命予後に関
連する因子は十分に検討されていない。我々は米国における PA 症例について登録データベースを用
いて検討した。
  【方法】 Surveillance, Epidemiology, and End Results（SEER：米国のがん疫学調査研究）データベ
ースから、2000年〜2018年における PA の年齢調整罹患率（AAIR）、年齢調整死亡率（AAMR）、生
存データを抽出した。AAIR と AAMR は年齢間での比較を行った。Fine-Gray 競合リスクモデルを用
い、年齢（20歳未満、20〜39歳、40〜59歳、60歳以上）、性別、腫瘍局在（大脳皮質、小脳、正中部）、
及び人種（黒人、白人、ヒスパニック系）と PA 関連死亡に関わる因子について解析を行った。生存
期間は累積発生関数を用いて年齢グループ間（20歳未満、20〜39歳、40〜59歳、60歳以上）での比較
を行った。
  【結果】 解析期間内での AAIR 及び AAMR の変動はなかった。AAIR は幼児期で高い傾向があった
一方で AAMR は高齢者で高い傾向があった。年齢（高齢）、腫瘍局在（正中発生）、人種（黒人・ヒ
スパニック系）が PA 関連死亡と有意に関連しており、特に加齢による PA 関連死亡リスク上昇が顕
著であった。
  【結語】 高齢であることが PA 関連死亡に最も強く関連する因子であった。


